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原安三郎コレクション　広重ビビッド（12日間）

展示作業

コレクション展Ⅱ「美術のモト―てん・せん・めん」（81日間）

８月

コレクション展Ⅲ「光を想う」（71日間）

造作からし期間

コレクション展示Ⅰ「あの絵に会いに行く」（60日間）展示作業撤収舟越桂　私の中のスフィンクス（57日間）

９月

６月 ７月

コレクション展Ⅰ「あの絵に会いに行く」（60日間）

撤収

市展

撤収

コレクション展Ⅲ 照明追加工事 舟越桂　私の中のスフィンクス（57日間）

コレクション展Ⅲ「光を想う」（71日間）

コレクション展Ⅱ（81日間）

コレクション展Ⅱ「美術のモト―てん・せん・めん」（81日間）

12月

やなせたかしとアンパンマン（63日間）
造作
撤収

舟越桂　私の中のスフィンクス（57日間）アナタにツナガル（9日間）

５月４月

造作・展示

展示作業

展示作業

予備日

撤収

◆企画展227日間

◆常設展215日間

◆開館日287日間

市展準備

やなせたかしとアンパンマン（63日間）

10月

徳川展造作撤収

平成28度新潟市美術館展示スケジュール

11月

１月

展示替

２月 ３月

資料1休館日

木村希八さんの贈り物（33日間）

展示

展示撤収

展示作業

天下太平　徳川名宝展（53日間）

舟越桂　私の中のスフィンクス（57日間）



Ⅰ　展覧会事業

１．コレクション展

期  間 事  業  名 予算額
（単位：千円）

7月2日～
9月11日

コレクション展Ⅰ
「あの絵に会いに

行く」

9月17日～
12月25日

コレクション展Ⅱ
「美術のモト―て
ん・せん・めん」

1月2日～
4月2日

コレクション展Ⅲ
「光を想う」

２．企画展　　

期  間 事  業  名 主催 予算額
（単位：千円）

4月23日～
6月26日

舟越桂
私の中のスフィンクス

実行委員会
（新潟市・TeNY）

16,000
(内新潟市負担
分8,000）

7月30日～
9月25日

徳川家康没後400年記念
天下太平 徳川名宝展

実行委員会
（新潟市・NST）

30,000
(内新潟市負担
分20,000）

11月3日～
1月15日

アンパンマンと
やなせたかし展

実行委員会
（新潟市・TeNY）

15,000
(内新潟市負担
分7,500）

1月28日～
3月5日

木村希八さんの
贈り物

新潟市 2,100

3月18日～
5月21日

原安三郎コレクション

広重ビビッド
実行委員会
（新潟市・BSN）

（H29年度の予
算執行）

徳川家康の生涯と人柄を伝える遺品をはじめ、
将軍家、御三家などに受け継がれた名宝など、
江戸時代の文化的遺産を通じて、「徳川の平
和」260年の意義を考える展覧会。

「アンパンマン」の生みの親、やなせたかし
（1919-2003）。その温かくユーモラスで、ときに
哲学的な世界を、絵本、マンガ、詩の原画を中
心に紹介。

平成28年度　新潟市美術館　事業計画

内    容

見たときのことを鮮明に思い出す、そんな作品。ルドン、ボナール、ク
レーなど、何度見てもまた会いたくなるような、逸品を紹介。

点から線、線から面、二次元から三次元へ。シンプルなかたちから始ま
る、豊かな造形の世界へようこそ。

陽光をとらえた風景画や、月明かりを思わせる抽象絵画、蛍光灯を用
いた立体作品、印刷紙上に光を封じ込める写真など、〈光〉と関わるさ
まざまな表現を紹介。

内    容

1,245

資料２

現代を代表する彫刻家舟越桂。最新作を含む
彫刻、ドローイング、版画70余点で紹介。
兵庫県立美術館、群馬県立館林美術館、三重
県立美術館との共同企画の巡回展。

版画の刷り師として活躍した木村希八氏
（1934-2014／新潟県出身）。累計で941点数に
のぼる木村氏の寄贈作品から、刷り師、画家、
コレクターの三つの視点で構成する自主企画
展。

サントリー美術館、ふくやま美術館、福島県立
美術館等、全国６か所で開催される巡回展。
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Ⅱ　教育普及事業

１．コレクション展関連

展覧会 事  業  名

コレクション展Ⅰ

コレクション展Ⅱ

コレクション展Ⅲ

２．企画展関連　※現在開催が決定している事業分のみ

　展覧会 事  業  名

記念講演会

３．学校向け教育普及事業

期  間 事  業  名

6月～2月
ＡＲＴＲＩＰ
（アートリップ）

各企画展開催
期間中の1週間

教職員視察ウィー
ク

学芸員による展示作品の解説など（1/28、4/25、3/25）　3回

内    容

講師：舟越桂氏（彫刻家）
4月24日（日）午後2時～
会場：新潟市美術館講堂

ギャラリートーク

学芸員による展示作品の解説など（7/23、8/27）　2回

学芸員による展示作品の解説など（9/24、10/22、11／26、12/24）　4回

内    容

教職員に展覧会を視察してもらい、学校との連携事業についてのきっかけづくりを行
う。また、オープンギャラリーの事前の打ち合わせもこの期間に行う。

Ⅱ　木の20世紀彫刻―ブランクーシ、ナッシュ、そして
講師：塩田純一（新潟市美術館館長）
5月28日（日）午後2時～
会場：新潟市美術館講堂

Ⅲ　生活の中の木の造形―日本の近現代の工芸品から
講師：星野立子（新潟市美術館学芸員）
6月4日（日）午後2時～
会場：新潟市美術館講堂

舟越桂
私の中のスフィンクス

美術館での鑑賞体験をさらに深めるために、学芸員による学校での出張授業（出前）
と美術館での団体観覧（送迎バス）をセットにしたプログラム。指導目標、授業のねら
いに応じて、学校と話し合いながらオーダーメイドの鑑賞授業を行う。

内    容

樹木と美術をめぐる
３つの講座

Ⅰ　ヨーロッパにおける木彫の歴史と舟越作品　～ロマネスクを中心に～
講師：金沢 百枝 氏（東海大学教授・美術史家）
5月14日（日）午後2時～
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４．各種講座

期  間 事  業  名

6月～3月 美術講座

6月～3月 実技講座

8月 夏休み子ども講座

Ⅲ　調査研究事業

（1）研究紀要の発行

（２）年報の発行

Ⅳ　収集保存事業

（1）収蔵･展示環境保全

（２）作品保存･修復

（３）作品管理

Ⅴ　施設普及事業ほか

・美術館ニュース「Ｗａｖｅ」の発行、コンサート等施設普及イベントの実施等を予定。

　・作品のデータベース化をすすめ、カードとデータの２元管理を行い、事務の効率化を図る。

　・美術館の諸活動を他の美術館や関係機関に報告するとともに、今後の活動に活かすため、年報としてまとめる。

　・収蔵庫、展示室の温湿度の管理、定期的な真菌数検査、IPM（総合的有害生物管理･･虫等の生物被害未然防止対策）を
行う。

館長および学芸員が各回を担当する講座。全8回程度を予定。開催中の展覧会に関
連した内容または各自の研究に沿った内容で実施。

作家を講師に招き、実際の制作を中心に行う講座。全2回を予定。

小中学校の子どもを対象に、館内の探索や実制作によって美術に親しんでもらう講
座。

　・日頃の調査研究活動の成果や記録を今後の活動に活かすため、新潟市新津美術館と共同で研究紀要としてまとめる。

内    容

　・作品の額装や修復を行い、作品の状態を良好に保つ。
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第1展示室

第2展示室

所蔵品コーナー 　　　　　　　　　　　コレクション展Ⅲ　港・船・浜
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第1展示室

第2展示室

所蔵品コーナー

開
場
式

開
場
式

コレクション展Ⅱ　花を愛でる・器を愛でる

展示 新潟の院展作家たち（40日間）

２月 ３月

新津美術館所蔵品展（27日間）

８月

展示

第10回秋葉区美術展覧会
（9日間）

天野喜孝展 皇妃エリザベートが愛したドナウの至宝　ヘレンド展（57日間）

コレクション展Ⅰ コレクション展Ⅱ　花を愛でる・器を愛でる

10月

１月

ヘレンド展 撤収

撤収
西区の隠れた名品展（27日間）

展示

新津美術館
所蔵品展

西区の隠れた
名品展

６月 ７月

コレクション展Ⅰ　ヒト・ひと・・・人を表す

ガッチャマン・ファイナルファンタジー・・・　天野喜孝展　（58日間）
開
場
式

４月

開
場
式

展示

12月

11月

撤収

撤収

展示

５月

藤子・Ｆ・不二雄展

返却

第13回新潟教育アート展
（11日間）

全館清掃・点検・補修・工事・燻蒸

展示
内
覧
会

生誕80周年記念　藤子・Ｆ・不二雄展　(59日間）

９月

撤収

コレクション展Ⅳ　張替正次の色と形

新潟市新津美術館261

資料3
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休館日 あいてマンデ～



資料4

Ⅰ　展覧会事業

１．コレクション展

期  間 展覧会名

4月9日～
6月12日

6月19日～
8月21日

Ⅰ．ヒト・人…人を表す

8月30日～
10月30日

Ⅱ．花を愛でる・器を
愛でる

11月12日～
1月14日

Ⅲ．港・船・浜

2月4日～
3月20日

Ⅳ．張替正次の色と形

２．企画展　　

期  間 展覧会名 主催
予算額

（単位：千円）

4月9日～
6月12日

生誕80周年記念
藤子・Ｆ・不二雄展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・UX）

27,000
（うち新潟市負
担分9,000）

6月19日～
8月21日

ガッチャマン・ファイナ
ルファンタジー…
天野喜孝展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・NST）

13,500
（うち新潟市負
担分4,500）

8月30日～
10月30日

皇妃エリザベートが愛
したドナウの至宝
ヘレンド展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・NST）

13,500
（うち新潟市負
担分4,500）

11月26日～
12月25日

西区の隠れた名品展
新津美術館所蔵品展

新潟市 6,800

2月4日～
3月20日

新潟の院展作家たち 新潟市 7,787

日本美術院で活躍した作家から現在活躍中の作家ま
で、同人となった小林古径、小島丹漾、大矢紀、齋藤
満栄をはじめとする新潟にゆかりのある作家たちを紹
介する展覧会。
《自主企画展》

内    容

「秋葉区」「江南区」「南区」「東区」に続く第5弾。西区
内の学校・公共施設などが所蔵する美術品を調査し、
隠れた名品を展示。
あわせて、新津美術館が所蔵する日本画、洋画など
の作品を展示する「新津美術館所蔵品展」を同時開
催。《自主企画展》

タツノコプロで「ガッチャマン」「タイムボカン」等の人気
アニメキャラクターのデザインを手がけ、独立後は、
「グイン・サーガ」シリーズをはじめとする小説のイラス
トや、「ファイナル・ファンタジー」をはじめとするテレビ
ゲームのデザイン、舞台美術や映画監督、ファイン
アートなどの幅広い分野で活躍する天野喜孝の初期
から最新作までの活動の全容を紹介する展覧会。
《巡回展》

ブダペスト国立工芸美術館、ハンガリー国立博物館、
ヘレンド磁器美術館、およびハンガリー国内の個人所
蔵家の方々からの貴重な作品約230点を展示。ハン
ガリーが誇る名窯ヘレンドの輝かしい190年のあゆみ
を紹介。《巡回展》

ドラえもん、パーマン、オバケのQ太郎・・・など、46年
間に及ぶマンガ家人生の中で、数々の人気キャラク
ターを生み出し、こどもたちに少し不思議な世界（SF)
を描き続けた藤子・F・不二雄の生誕80周年を記念し、
時代を超えて未来へとその魅力がつながってゆくこと
を願って企画された展覧会。《巡回展》

張替正次の色や形に着目して、洋画や版画を紹介
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内    容

「藤子・Ｆ・不二雄展」でコレクションコーナーを使用するため、コレクション展はなし

花に関係する作品や工芸品を紹介

在りし日の海辺を描いた風景画や、海を題材とした作品などを紹介

家族の姿や働く人などを描いた作品を紹介
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３．共催の展覧会　　

期  間 事業名 主催

1月4日～
1月14日

第13回
新潟教育アート展

下越美術教育研
究会

４．その他の主催展覧会　　

期  間 事業名 主催

9月10日～
9月25日

移動美術館 新潟市

Ⅱ　教育普及事業

１．企画展関連　※現在開催が決定している事業分のみ

展覧会名 事  業  名

藤子・F・不
二雄展

写真撮影会

２．学校向け教育普及事業

期  間 事  業  名

6月～12月 出前美術館

6月～12月 オープンギャラリー

各企画展
開催期間中

教職員視察研修観覧

未定
教職員向け鑑賞講座
【新規】

３．各種講座

期  間 事  業  名

未定 美術講座

内    容

下越地区を中心に、県内の保育園、幼稚園、小中学生、高校生の作
品の展覧会

教職員に展覧会を視察してもらい、学校との連携事業についてのきっかけづくりを行う。

学校教員が美術館職員と共に、美術館で開催している企画展・所蔵品展の出品作品を通
して、作品鑑賞の授業を行う事業。美術館でバスを用意し、児童の送迎を行う。

新津美術館の所蔵品を他地域の展示施設を会場に紹介する展覧会
「移動美術館」を開催
会場：江南区文化会館内郷土資料館展示室

藤子・F・不二雄の人気キャラクターが新津美術館にやってくる。（写真撮影会）
ドラえもん・パーマン・オバケのQ太郎
日程：調整中
会場：新津美術館１Ｆ市民ギャラリー

図工・美術における鑑賞教育について教職員向けに講座を実施する。

館長及び学芸員が各回を担当する講座。開催中の展覧会に関連した内容または各自の
研究に沿った内容で実施。

内    容

内    容

申し込みのあった学校（小学校・中学校・高校）へ、作家とともに出向き、作家の話を聞い
たり、作品制作体験などのふれあいの中で、美術の楽しさを伝える。アーティストと作品を
出前する事業。
講師：小池利春氏（新潟市マンガ・アニメ情報館副館長）、エイキミナコ氏（絵本作家）

内    容

内    容
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Ⅲ　調査研究事業

（１）研究紀要の発行

（２）年報の発行

Ⅳ　収集保存事業

（１）収蔵･展示環境保全

（２）作品保存・修復

（３）作品管理

Ⅴ　施設普及事業ほか

（1）ミュージアムコンサート

（２）シーズン＆アート

（３）利用者にやさしいサービス

（参考）新潟市新津美術館の職員体制（８人）

館長　１人

副館長　１人

学芸担当職員　３人

総務担当職員　２人

非常勤職員　１人

　・各展覧会会期中に１～2回は月曜日を開館する「あいてマンデ～」を実施する。

　・日頃の調査研究活動の成果や記録を今後の活動に活かすため、新潟市美術館と共同で研究紀要としてまとめる。

　・作品のデータベース化をすすめ、カードとデータの２元管理を行い、事務の効率化を図る。

　・各展覧会会期中の毎月第1・第3の木曜・日曜日に、親子で語り合いながら鑑賞できる「こどもタイム」を実施する。

　・美術館の諸活動を他の美術館や関係機関に報告するとともに、今後の活動に活かすため、年報としてまとめる。

　・季節ごとにテーマを設定し、文学作品の朗読・解説と音楽を融合した公演を実施する。

　・各展覧会会期中の毎月第２・第４の木曜・土曜日に「託児サービス」を実施する。

　・新津美術館の特徴であるアトリウム空間や展示室を活用して、コンサートを実施する。

　・作品の額装、修復を行い、作品の状態を良好に保つ。

　・収蔵庫、展示室の温湿度の管理、定期的な真菌数検査、IPM（総合的有害生物管理･･虫等の生物被害未然防止対策）を行
う。
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